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法人名

事業所名

所在地

3470104849

〒　732-0046
広島市東区尾長東2丁目6番6号

（電話）082-568-6166

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ　かぐや姫

事業所番号

一人ひとりの意思や能力、人生人格を尊重したサービスを提供すること。
運営理念『相手本位の心』を基本として思いやりのある心暖かいサービスの実現。
職員が楽しく働ける職場作り。

グループホームかぐや姫は、理念「相手本位の心」を基に、具体的な実現目標として「笑いのあ
る自由な暮らし」の実現を掲げ、全職員で取り組んでいる。特色として、①利用者・職員が１日
１回大笑いし、笑顔で楽しく過ごせる工夫をしている。②「ここ、かぐや姫は利用者の家であ
る、そう、思って頂ける゛家庭的な暮らし゛づくりに全職員で取り組んでいる。③併設のデイ
サービスの看護師と連携を図り、利用者の日々の健康管理、医療との連携、緊急事態などに迅速
に対応できる応援体制が出来ており、利用者や家族の安心に繋がっている。以上３点が挙げられ
るとともに、全職員は研修やミーティングを通して、情報の共有や統一した支援に心掛け、常に
利用者に寄り添い、利用者本位のサービスに努められている。

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

平成25年3月15日

株式会社　ニックス

基本情報リンク先ＵＲＬ
http://www.kaigokensaku.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_2012_022_kani
=true&JigyosyoCd=3470104849-00&PrefCd=34&VersionCd=022

自己評価作成日 平成25年2月25日 評価結果市町受理日



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員
は，その理念を共有して実践につなげ
ている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を，
地域の人々に向けて活かしている。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービス
の実際，評価への取組み状況等につい
て報告や話し合いを行い，そこでの意
見をサービス向上に活かしている。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら，協力関係
を築くように取組んでいる。

生活課の担当者の方などと随時連携を取
り、サービスの向上を目指している。広
島市開催の研修等は積極的に職員が参加
し、情報収集を行い日々の業務に活かし
ている。

区の主催する研修会に参加し情報を頂い
たり、ホームの状況を伝えたりしてい
る。また、区の生活課とは、入居者の相
談をするなど協力関係が築かれている。

ご利用者様と共にお散歩に行く際に、近
隣の商店へ買い物に行くことや、地域交
流として近隣の保育園や作業所や町内会
の協力を得て「ニックス祭り」を実施し
ている。

町内会のメンバーとなり定例の会合への出
席、廃品回収や清掃活動などにも積極的に
参加している。日常的に散歩や買い物など
に出かけ、地域の人たちとの挨拶や会話
で、ふれあいを深めていっている。また、
町内会や保育園・作業所、ボランティアな
どの協力の下、ホーム祭りを開催し、家族
や地域の方々が多数参加し交流している。

概ね２ヶ月に１回の家族会、運営推進会
議を実施し、ご利用者様の現状の報告、
施設についての説明を行なっている。そ
の際に頂いた要望や意見はサービスに反
映させるように努めている。地域の民生
委員の方や地域包括支援センター職員の
方にも出席いただき、施設運営への理解
を深めていただいている。

同法人のグループホームと合同の運営推
進会議は家族会と合わせて定期的に開催
している。家族、町内会長、地域包括支
援センター職員が出席され、参加者から
の意見、要望はサービス向上に活かして
いる。また、時には専門の方をゲストと
して招き、講演やアドバイスを頂いてい
る。

今後は、運営推進会議の日程を工夫する
など、行政担当者や福祉の代表者等幅広
い層の人たちの参加を、呼び掛けて頂き
たい。また、会議内容を一層充実させ、
サービス向上に役立てて頂きたい。

町内会の寄り合いに、管理者クラスの職
員が参加し、地域の方との交流を大切に
している。その際にはイベント等のご協
力の依頼を行い、事業所が孤立する事無
いよう努めている。

今後は、理念を基に全職員で話し合い、
行動目標を作成、実践、評価を行い、理
念の実現に向け、一層、努力されること
を期待します。

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

理念をスタッフルームに掲示し、申し送
り時に職員全員で確認・共有し、日々の
実践に繋げている。また、毎月行うミー
ティングで、利用者と家族の希望に沿っ
た具体的なケアについて、意識統一を
図っている。

施設理念として「相手本位の心」を掲
げ、その実現に向け、ご利用者様並びに
ご家族の御希望に出来る限り沿ったサー
ビスを提供できるよう職員と業務を行っ
ている。自分だったら自分の両親だった
らと、立場を替えて考えられるように取
り組んでいる。

自己
評価

外部
評価

項目

1 1

2 2

3

4 3

5 4

1 社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており，玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち，利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い，防止に努
めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち，個々の必要性を関係者と話し合
い，それらを活用できるよう支援して
いる。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際は，
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね，十分な説明を行い理解・納得を
図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け，それらを運営に反映させている。

入居前には必ず見学や訪問を行い。ご家
族と話し合う機会を作り、入居が決定し
た際には、契約書、重要事項説明書を基
に、十分な説明を行なっている。不安な
点や疑問点があれば、御理解いただける
よう説明を行なっている。

ご意見ポストの設置を行っている。家族
会で今後のスケジュールや現在の状況の
説明の行う際は、遠慮なく色々なご意見
が頂ける雰囲気を作りご家族の方から
色々なご意見を頂けている為、それらを
運営に反映させている。

家族会や会の終了後にも個人的な意見や
要望が話しやすい環境づくりを心掛けて
いる。また、家族の面会時には声掛け
し、要望を聞いている。出された意見や
要望は運営に反映させている。

毎月1回行っているケアカンファレンス
で介護方法を統一化するようにし身体拘
束をしないケアの実践を心がけている。
玄関の施錠はしていないが、転落防止の
為、階段上部に門扉を設置している。

定例のカンファレンスで、拘束をしない
ケアについて、全職員で再確認を行って
いる。利用者一人の方の転倒を避けるた
め、やむなく夜間にベット柵をしている
が、家族の了解を頂き、記録に残してい
る。また、日々の中で拘束をしないケア
について、事例集を活用して職員で検討
している。

外部研修や職員研修の実施を行い、職員
が理解を深めるよう努め、日々の観察に
注意を払い防止に努めている。

権利擁護に関する制度については、外部
研修に参加した職員が、その情報を施設
にて他の職員にたいして発表を行ない、
それについて話し合う機会を設けて、活
用できるよう支援している。必要な場合
は、司法書士への支援の依頼が可能であ
る。

9

10 6

8

6 5

7
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け，反映
させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力や
実績，勤務状況を把握し，給与水準，
労働時間，やりがいなど，各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し，法人内外
の研修を受ける機会の確保や，働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり，ネットワークづ
くりや勉強会，相互訪問等の活動を通
じて，サービスの質を向上させていく
取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本
人が困っていること，不安なこと，要
望等に耳を傾けながら，本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る。

３カ月に１回カンファレンスを行い、職
員の意見を聞いている。利用者の食事を
「普通食へ向けてどう取り組むか」につ
いて、職員から提案がなされ、具体的な
改善目標を立てて、全職員で取り組んだ
例もある。また、定期的に個人面談も行
われ、職員が思いや意見を言えるよう
な、雰囲気づくりに努めている。

定期的に行なう職員との個人面談にて、
色々と職員から聴くことで、悩みや不安
なことなど対応出来る限り、解消に努め
ている。

外部研修は積極的に行い、情報収集や
個々のスキルアップを図るようにしてい
る。その研修で得た経験や知識は、会社
に持ち帰り他の職員に伝える機会をも
ち、サービスの向上に努めている。

毎月ケースカンファレンス、ケアカン
ファレンス、レクカンファレンスを行
い、職員間の意見交換、サービスの向上
に努めている。その他、定期的に職員と
の個人面談を行い、不安なことや悩んで
いる事などを聞き入れる機会を設けてい
る。

14

15

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前の施設見学や事前面談を必ず行
い、要望や不安な事をお聞きして漏れな
くお答えし、本人の安心を確保するよう
に努めている。

認知症の研修会に参加することにより同
業者との交流の場を持ち色々な悩みや工
夫点を聞きサービスに取り入れている。

13

12

11 7
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家
族等が困っていること，不安なこと，
要望等に耳を傾けながら，関係づくり
に努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め，他のサービス利
用も含めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場
に置かず，暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場
に置かず，本人と家族の絆を大切にし
ながら，共に本人を支えていく関係を
築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う，支援に努めている。

家族会が開かれる日に併せてイベントを
実施し、家族との円滑な関係が保てるよ
うにし、友人・知人が施設を訪問された
りと、関係が途切れないようにしてい
る。

家族会と大きな行事とを合わせて開催
し、家族や親族・知人など沢山の方々に
来訪頂き、関係が途切れないよう支援に
努めている。また、利用者が併設のデイ
サービスセンターの利用者の知人と分か
り、職員が再縁を支援し、それ以来ホー
ムを訪ねてこられ、利用者の楽しいひと
時となっている。

19

16

17

20 8

18

施設の雰囲気作りを心がけ、ご家族の方
が来訪しやすい環境になれるよう努めて
いる。やはり利用者様はご家族の方が来
訪する事が最も喜ばれていらっしゃるの
で、来訪の回数が増えるよう努め心がけ
ている。

職員は、利用者様の状態やレベルを考慮
したうえで対応するよう指導し、ご利用
者様の自尊心を傷つけないようサービス
を行なっている。

施設見学や面接等を行なっているので、
その際に、ご家族の思いなどを聴き入れ
る機会があり、施設の説明等をしっかり
と行い御理解していただき、出来る限り
不安を取り除き、要望等に対応できるよ
う心がけている。

窓口を決めることで、介護職員を中心と
して、医療従事者などと入居判定会議を
行い、柔軟に対応している。

4 社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い，支え合えるような支援に努めてい
る。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，
これまでの関係性を大切にしながら，
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし，相談や支援に努めている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，
意向の把握に努めている。困難な場合
は，本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めて
いる。

利用者様との時間を大切にし出来るだけ
会話をする事により利用者様の思いや希
望を取り入れるように努力をしていま
す。困難な場合は、ご家族様からの意見
を聞いたり本人に合わせた意向の検討を
行なっています。

日常の会話を大切にし、利用者の思いや
希望を把握し、その情報を全職員で共有
している。困難な場合は、家族の意見を
参考にしている。利用者の日常の様子か
ら、また、本人の意向から補聴器の利用
について、家族と話し合った事もある。

入居前に、ご家族や、ご本人様との面接
を行ない生活暦や生活環境等の情報を収
集している。入居前に使用されていた家
具などを持ってきていただいたり以前の
生活習慣を出来るだけ継続出来るよう努
めてている。

三ヶ月に1回のケース担当会議で、管理
者・ケアマネ・看護師・ケース担当者で
利用者様一人ひとりの検討を行っている
が、緊急に変更が必要なときは朝夕のミ
－ティング時に変更内容を伝達してい
る。ケアカンファレンスではその検討結
果を他の職員に伝えサービスの統一を
図っている。

死亡退去家族に対しては郵便物を転送す
る際に、会社が発行する「かぐや姫便
り」の送付を行っている。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

デイルームの配席は定期的な見直しを行
い、個々の利用者様の状態やレベルに合
わせて、利用者様同士が支えあえる環境
つくりに努めている。

24

25

23 9

21
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について，本人，家族，必
要な関係者と話し合い，それぞれの意
見やアイデアを反映し，現状に即した
介護計画を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づ
きや工夫を個別記録に記入し，職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

本人や家族の状況，その時々に生まれ
るニーズに対応して，既存のサービス
に捉われない，柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し，本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している。

○かかりつけ医の受診診断

受診は，本人及び家族等の希望を大切
にし，納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら，適切な医
療を受けられるように支援している。

文化交流を図る為、地域のボランティア
の方の協力を得て、オカリナクラブや押
し花クラブ、、関クラブ（理容）を月に
一度行なう事が出来ている。その他にも
イベント時には、様々なボランティアの
方の協力を得ることができている。

一ヶ月に２回の呼吸器科の内科往診・毎
週金曜日に歯科往診を受けている。ま
た、個々の利用者様に応じた各科の受診
援助を行っている。

基本的には、月２回の内科協力医と週１
回の歯科医による訪問診療で、健康管理
が行われている。本人や家族が希望され
る以前からのかかりつけ医の受診は、家
族にお願いしているが、必要に応じて職
員が同行している。受診後は家族へ状況
を伝え情報を共有している。

3月に１回のケースカンファレンスの実
施を行い、ご利用者様、ご家族様、関係
者の意見を出来る限り取り入れることが
出来るよう、管理者、ケアマネ、介護職
員にて話し合い介護計画を作成してる。

基本的には、３ヶ月に１回ケアカンファ
レンスを行い、担当者の意見をもとに、
管理者、介護支援専門員、介護職員で話
し合い介護計画を作成している。介護計
画の作成にあたっては、日頃のかかわり
の中で、利用者や家族の意見や思いを聞
き、反映させている。

介護日誌やケース記録を基に、ケアプラ
ンを他職種と共に策定し、職員全体がそ
れを共有か出来るように努めている。ま
た、ケアチェック表を作成する事で実施
評価も行なっている。

常日頃から、職員は利用者様の状態に注
意している為、出来る限りの自立支援を
行い、出来る事を奪わないよう心がけな
がらもサービスを行なっている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを，職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し，
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療で
きるように，また，できるだけ早期に
退院できるように，病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は，そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて，早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い，事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し，地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い，実践力を身に付け
ている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに，地域との
協力体制を築いている。

35 13

利用者の急変に備えて、マニュアルを作
成し年1回以上の急変時の対応を実施し
ている。急変時には、緊急連絡網により
連絡を行い落ち着いて対応をするように
指導している。

災害時については、定期的な避難訓練に
消防署の職員の指導を得て、行なってい
る。その際に職員に避難方法・避難場所
の把握を行なっている。現段階で非常時
には１０分で連絡網が回るようにしてい
る。

隣接の同法人のグループホームと連携
し、年２回の定期的な避難訓練が行われ
ており、法人内の応援体制もできてい
る。

夜間を想定しての訓練もされているが、
建物の２階にホームがあるので、より具
体的な避難方法を全職員で確認し、共有
して頂きたい。また、地域の方々に訓練
への参加を呼びかけるなど、運営推進会
議などを通じて、地域との協力体制づく
りを、働きかけて頂きたい。

ご利用者様の異常や気付きを介護職員か
ら看護職員に報告し、その他申し送りや
連絡ノートに記入する事で伝達が円滑に
行われている。重要事項は管理者に報告
し適切な受診や介護を受けられるように
努めている。

重度化した場合の指針を示し、家族に配
布し説明を行なっている。ターミナルケ
アについては、担当医、看護師、家族と
共に実施をしている。

重度化や終末期の対応については、事業
所としての指針・対応を説明し、実際に
重度化の際は協力医と連携し、職員・家
族・協力医・関係者が一体となって、終
末ケアに取り組んでいる。併設のデイ
サービスの看護師と連携を図り、２４時
間支える体制が作られている。

入退院に関して、家族と担当医・主治
医・協力医などと連携をとり、ＡＤＬの
低下の予防に努めている。また、退院時
にはカンファレンスを実施し職員の情報
共有化を図っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支
援

日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり，自己決定できるように働きか
けている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく，一人ひとりのペースを大切に
し，その日をどのように過ごしたい
か，希望にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人
ひとりの好みや力を活かしながら，利
用者と職員が一緒に準備や食事，片付
けをしている。

9名中、寝たきり1名、車椅子4名、シル
バーカー2名、自立歩行2名（男性）であ
る為、食事作りは弊社の配食サービスに
依頼にしている。食べやすい形状にする
事はもとより、提供時に言葉掛けを工夫
し介助に気を付けながら美味しい食事と
思ってもらえるように配慮している。

食事については、グループ内の配食サー
ビスを利用されている。職員が料理を作
る日やおやつはできるだけ利用者の希望
を聞き、利用者と職員で一緒に作られて
いる。調査日に行われていた誕生日会に
は、手作りのケーキが用意されていた。
家族との外食や、好物の差し入れなどで
食事を楽しむ工夫がされている。

「相手本位の心」を運営理念として掲
げ、個人のプライバシー並びに、誇りは
深く理解するよう努め、個人情報の取り
扱いについては同意書を得ている。ま
た、個人情報の規定も設けている。

全職員は、誇りやプライバシーを損ねな
い対応を十分理解・共有し、特に、排泄
時・入浴時・居室への入室時の言葉づか
いや態度に気をつけて、ケアに取り組ん
でいる。

本人の思いや希望を尊重し、日々の生活
を安心して暮らせるよう心がけている。
入浴に関して言えば、拒否された時は中
止し、後日入浴をしていただいている。

施設理念として「相手本位の心」を掲
げ、その実現に向け、業務を行うよう努
めているので、出来る限り利用者様に
は。ありのままの生活をして頂けるよう
努力し、職員の配置を増やしたり工夫を
行なっている。

毎月地域の理容師に訪問していただいた
り、希望の服を選んでいただき身だしな
みが整うように支援している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一
日を通じて確保できるよう，一人ひと
りの状態や力，習慣に応じた支援をし
ている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，
毎食後，一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，
一人ひとりの力や排泄のパターン，習
慣を活かして，トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲
食物の工夫や運動への働きかけ等，
個々に応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように，職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に，個々に応じた入浴の支援をしてい
る。

入浴回数表を毎日記録し、回数の把握を
して、利用者様に対する促しの声かけの
工夫を実施している。入浴前に必ず本人
の同意を得るようにしている。時間帯は
入浴担当職員の勤務時間帯にあわせ、午
前中か午後2～3時の時間が多い。

週２回の入浴を基本としているが、希望
により回数を増やすなど、一人ひとりの
希望に、柔軟に対応している。入浴を嫌
う利用者に対しても、入浴剤を入れた
り、声掛けを工夫したりしている。

自立支援を考慮し、出来るところはして
いただき、必要時には介助を行い、口腔
ケアをしている。毎週金曜日には、歯科
往診の実施があり衛生管理に努めてい
る。

排泄については、量、質、性状を確か
め、毎回グラフ化している。その習慣に
合わせてｹｱする事が出来ているので、失
禁等の回数の軽減も出来ている。夜間に
ついてはポータブルの使用など個々に合
わせている。

一人ひとりの様子から排泄パターンを把
握し、トイレでの排泄を大切にしたケア
を行っている。オムツからポータブルト
イレへと改善されたケースもある。

１日の水分摂取量の把握し、声かけや介
助による水分摂取の促しを行なってい
る。その他お腹をマッサージし便意の促
しを行なったり、おやつ時に水分を多く
含んだ飲み易いものを提供し、摂取して
いただいている。

利用者様の食事量・水分量は、職員一人
ひとりがしっかりと把握して良く観察
し、必要時には介助を行っている。毎日
の摂取量が分かる表を作成し介助や声掛
けに役立てている。栄養バランスについ
ては栄養士がたてた献立にそって提供さ
れている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて，休息したり，安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用，用法や用量について理解して
おり，服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように，一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割，嗜好品，楽しみごと，気
分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また，普段は行けないような場
所でも，本人の希望を把握し，家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切
さを理解しており，一人ひとりの希望
や力に応じて，お金を所持したり使え
るように支援している。

オカリナクラブ・押し花クラブ・関クラ
ブ（理容）の各種クラブ活動の実施、、
またご本人の得意な分野での活躍出来る
事を見つけ、生活を楽しんでいただいて
いる。

「菊花展観賞｝や春のイベントでは、
「さくら祭り」を開催し、食後にご家族
様と一緒に近くの公園にてさくらの花見
を行なうようにしている。日々の生活で
は、体調に合わせてお散歩や買い物に行
き、地域の商店の方とのコミュニケー
ションを楽しんでいただいている。

一人ひとりの体調に合わせて、近隣にあ
る公園に出かけたり、地域の商店に買い
物に行くなど、支援している。春にはさ
くら祭り、秋には広島城での菊花展な
ど、家族と協力しながら出かけている。

買い物に行った際には、本人がレジにて
お支払をして頂くようにしている。一人
ひとりの希望に応じることが出来るよ
う、職員体制を増やしている。

利用者様のペースで生活していただける
よう、個々の生活パターンを把握する事
で、１日の入眠時間を大切にしている。
安定剤の使用も控えている。

担当医・主治医・看護師と連携して薬の
服用については、注意し把握を行うよう
にしている。特に利用者様の状態の変化
のあった後の薬の変更等については、連
絡ノートに看護職員が記入し全職員が情
報を共有している。全職員が確認できる
よう薬の説明書のファイルを共有化して
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり，手紙のやり取りができるように
支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台所，
食堂，浴室，トイレ等）が，利用者に
とって不快や混乱をまねくような刺激
（音，光，色，広さ，温度など）がない
ように配慮し，生活感や季節感を採り入
れて，居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や
家族と相談しながら，使い慣れたもの
や好みのものを活かして，本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。

利用者様が生活し易いよう、居室環境の
整備に努めている。また、ご家族の要望
も聞き入れ、生活者が主体的に生活が出
来るように配慮をしている。あわせて、
重度化していくにつれ居室のレイアウト
の改善を、カンファレンスを基に、プラ
ンニングに導入している。

利用者の今までの生活環境に近い、居室
づくりを心掛け、本人の使い慣れたもの
や好みの物を持ち込むなど、居心地よく
過ごせるような工夫がされている。ま
た、利用者の重度化にともなって、居室
の模様替えや家族の希望を受け入れるな
ど、柔軟に対応されている。

バリアフリーの作りになっており、床に
はビニールテープを貼ることで手すりを
持ちながらトイレに行けるようになって
いる。また、歩行が出来る為、健康な身
体作りの為のリハビリを行なう利用者様
もいらっしゃいます。

電話について制限は設けておらず、利用
者様の希望する場所への電話の援助を行
なっているが、ADL低下により、要望は
ありません。

施設の雰囲気を抑え、極力家庭的な雰囲
気を演出し、利用者様が戸惑わないよう
配慮を行なっている。採光については、
自然の光を取り入れるよう採光窓を設置
しソァーなどに座ると、日に当れるよう
になっている。

共用空間は広く、自然な光が入り、清掃
も行き届き、食卓には季節の花を飾るな
ど居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。また、利用者の作品や保育園児の
作品なども掲示している。

デイルームの配席は定期的な見直しを行
い、利用者様同士が支えあえる環境つく
りに努めている。テレビの好きな利用者
様や、お話好きな利用者様、ソファーで
ゆっくりされる利用者様など個々に併せ
た空間作りを実施している。

54 20

55

52 19

53

51

11 社団法人広島県シルバーサービス振興会



○

○

○

○

○

○

○

○

④ほとんどない

Ⅴ  アウトカム項目

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある
57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

63

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

①ほぼ全ての利用者が

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない



○

○

○

○

○

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係やとのつながりの拡がり
や深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

66 職員は，活き活きと働けている

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る

65
②少しずつ増えている

③たまに

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

④ほとんどない

①大いに増えている

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが



（様式２）

事業所名 グループﾎｰﾑかぐや姫

作成日

【目標達成計画】

1 1

2 4

3 35

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標

確実な避難誘導が出来
る様になる。役割を知
り的確な行動が取れる
ようになる。

毎月初日に行う。カン
ファレンスの時に避難
訓練を基に3人一組で
シュミレーションす
る。

6か月

理念を基に全職員での
話し合いが出来ていな
い。

理念を基に全職員での
話し合いの場をもうけ
る。

２  目標達成計画

3ヶ月に1回のケースカ
ンファネンスで各それ
ぞれが目標を組みそれ
に向かって行動する。

6か月

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

平成25年5月9日

運営推進会議の時に行
政担当者や福祉の代表
者等の幅広い層の人達
の参加が出来ていな
い。

運営推進会議の時に幅
広い人達になるべく声
をかけ参加していただ
くようにする。

早い時期から運営推進
会議に取り組み地域の
色々な人達に声をかけ
参加していただき会議
の内容を充実させる。

6か月

災害（火災）時に具体
的に何をしたら良いか
個々が把握していな
い。


